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Transitional education is prime leading program in the special high school with

intellectual disabilities Students with mild intellectual disabilities often aim at full-time job.

Information of the employed graduates in the job market is helpful for guidance and

counseling for transitional education. Since 2008, the web board system of Special School of

Shiga University has accumulated suggestions and ideas which stemmed from interaction of

students and the graduates. It was found that the journal in the web community is effective

data for job training and job search.

In the early state of transitional programs, studentsʼ job perspectives were rather vague,

however, their goals became more clear because exchanges of ideas on the system

transformed their attitudes toward job into more confident. As a result, on-site job training

and supervision, students found joy and dignity as good workers.
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１．研究の背景

⑴ 知的障害特別支援学校の職業教育・移行教育に

ついて

2009（平成21）年３月９日公示の新しい特別支援

学校学習指導要領では，主な改善事項として「障害

の重度・重複化，多様化への対応」「一人一人に応じ

た指導の充実」「自立と社会参加に向けた職業教育

の充実」「交流及び共同学習の推進」があげられてい

る．このうち高等部段階の教育では職業教育・移行

教育が重要である．

職業教育・移行教育は生徒の進路先となる産業現

場の実態に応じて適切な教育内容の設定が重要であ

る．関（1996）は近年の産業構造の変化に伴い，知

的障害者の就労についても製造業中心からサービス

業等に変化が見られることを指摘し，それに対応し

た「職業指導・教育」を拡充することが必要である

と述べている．清水・内海・鈴木（2005）は知的障

害者の新たな職域として，介護業務，保育士補助，

事務補助，商品補充・管理，販売・接客，ビルクリー

ニングなどが増えてきたことをあげ，それに伴い知

的障害特別支援学校の進路指導は本人の主体形成を

目指す進路学習やネットワーク作りが基盤の個別移

行支援計画といった「新たな進路指導」へ転換しよ

うとしていると指摘している．近年，一部の知的障

害特別支援学校高等部では教科「職業」の時間にお

いて，ビルクリーニングやロジスティック（物流），

介護等の内容を取り入れた授業が行われるように

なってきている．

知的障害特別支援学校の職業教育において，具体

的な仕事内容を学習させることも重要であるが，就

労場面で遭遇する様々な問題について対処する力を

つけることも必要である．大杉・木村・三川・黒田

（2008）は「安定した就労生活を支援するためには，

職業技能を向上させるとともに，その職務での適切

なコンピテンシー（competency：行動特性）を学ぶ
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ことが重要である．さらに，就労生活を通して起こ

る様々な問題を解決できることも必要となる．」と

指摘した．こういった問題解決の力は，授業の中で

の例示やロールプレイだけでは身につけることは困

難である．具体的な事例を通して考えることが必要

であり，また問題場面の中から何を学び汎化してい

くかが重要である．そのためには，教員も含めて具

体的な問題事例の共有化が必要である．

⑵ 高等部卒業後の「教育訓練機関等」への進学

障害者自立支援法（2005）および改訂障害者総合

支援法（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律）（2012）の制定の背景のひとつ

に，障害者の職業生活の改善がある．たとえば，障

害者の働く場として社会福祉施設（就労継続Ａ型・

福祉工場，就労継続Ｂ型・旧法授産施設，就労移行

支援等）があるが，より労働賃金の高い福祉就労へ，

さらには一般企業等への就労を増やしていくことを

目指している．この中の「就労移行支援事業」は福

祉事業所が期限を設定し，一般就労等への移行に向

け事業所内や企業において作業や実習を行い，適性

に合った職場探し，就職後の職場定着支援を実施し

ていくものであり，職業訓練的な色彩が強い．

特別支援学校高等部生徒は，卒業時に一般就労か

福祉就労かを決定するだけではなく，社会福祉施設

に進んだ生徒も進路先で就労のための研鑽を続けら

れるようになってきている．

最新の特別支援学校高等部を卒業する生徒の状況

はTable１の通りである（文部科学省，2012）．知的

障害者については福祉施設や医療機関8,145名

（64.8％），就職者3,440名（27.4％）が多いが，進学

者77名（0.6％），教育訓練機関等257名（2.0％）も

見られる．職業能力開発校，障害者職業能力開発校

等においても，知的障害者を対象とした職業教育が

実施されている．

原田・千田・柳沢（2009）は「障害のある子ども

への進路指導・職業教育の充実に関する研究」アン

ケート調査において「知的障害特別支援学校におけ

る関係諸機関との連携」は「ハローワーク」「県・市

町村の福祉課」が多く，「職業能力開発校」「福祉工

場」「教育機関（高等学校，専門学校，大学）」は連

携の割合が低いと述べている（Fig.１）．

これは，特別支援学校のカリキュラムがまだ改訂
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Fig.1：知的障害特別支援学校における関係諸機関との

連携 （国立特別支援教育総合研究所，2009）

Table1：特別支援学校高等部（本科）卒業後の状況−国・公・私立計−【平成23年３月卒業者】



障害者総合支援法等の社会の変化に十分対応できて

いないことを示している．生徒の高等部卒業後のさ

らなる職業訓練・職業教育と連携したカリキュラム

の構築が必要である．

⑶ 滋賀大学教育学部附属特別支援学校高等部の携

帯電話Webサイト活用実践について

滋賀大学教育学部附属特別支援学校では2008年度

から，電子掲示板を構築し，卒業生と在校生の情報

交換を行ってきた．この電子掲示板はWebベース

で使用でき，生徒は主に携帯電話でアクセスを行う

（Fig.２）．

システムは2008年当初，滋賀大学教育学部のサー

バ内に設置していたが，現在は附属特別支援学校の

サーバにNetCommons2（国立情報学研究所）を利

用して構築している（石部・大杉・黒田,2012）．こ

れにより，遠隔メンテナンスが容易となった．

２．研究の目的

知的障害特別支援学校高等部生徒と卒業生が利用

する携帯電話Web掲示板において，高等部卒業後，

職業訓練機関に「進学」しその後一般就労した生徒

一事例に焦点を当てる．生徒の記述の変容の分析を

もとに，知的障害特別支援学校高等部における移行

教育・進学の在り方について考察する．

３．研究の方法

⑴ 対象

滋賀大学教育学部附属特別支援学校高等部に在籍

し一般就労・就労移行を目指す生徒，職業訓練校お

よび一般企業に就労している卒業生で，毎年度約10

名の生徒・卒業生が参加してきた．

⑵ 方法

携帯電話のWebブラウザ機能を使って滋賀大学

内（2012年度５月23日まで）および滋賀大学教育学

部附属特別支援学校内（2012年５月25日以降）に開

設した電子掲示板に閲覧・記述していった．書き込

む話題は現場実習や就労に関するものを中心とした

が，学校や家庭での生活等に関するものも可とし，

自由な時間に閲覧，書き込みを行わせた．在校生に

ついては，教科「職業」の時間内に使用方法を指導

した．卒業生については，システムが更新されるご

とに，青年学級（同窓会）および個別にその使用方

法を指導した．

記入については，生徒・卒業生の自由な書き込み

を尊重したが，記述が説明不足でわかりにくい場合

や，解説が必要な場合，あるいは教員に対して質問

を書き込んだ場合は，教員も書き込みを行った．

４．結果の概要

⑴ 総データ

各年度の教員のメッセージを除いた生徒・卒業生

のメッセージ総数は，2008年度225メッセージ（卒業

生70，在校生155），2009年度724メッセージ（卒業生

30，在校生694），2010年度420メッセージ（卒業生139，

在校生281），2011年度516メッセージ（卒業生209，

在校生307），2012年度（10月12日まで）372メッセー

ジ（卒業生301，在校生71）メッセージであった（Fig.

3）．参加者は延べ19名で，年を追って卒業生のメッ

セージ数が増えてきている．これは，研究開始から，
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Fig.2：システムの概要



年々卒業生が増えいくとともに，卒業後もWeb掲示

板に書き込む習慣が定着してきたことによる．

書き込まれたメッセージの集計・分析にはテキス

トマイニングツールであるTRUSTIA/R.2Mining

Assistantを使用した．

Table２は生徒・卒業生の１メッセージあたりの

語句数と文字数を集計したものである．「実習お疲

れ様（２語６文字）」といった短いものから，長文ま

で様々である．

Table３は４年間の生徒・卒業生のメッセージ

（2,257）の名詞句・形容詞・動詞句について集計し

たものである．「テクノ」は職業訓練機関テクノカ

レッジの略称である．「クッキー」や「クッキー並べ」

は就労継続Ａ型およびＢ型事業所の業務内容のひと

つのことで，名詞句は全体的に就労に関するもので

占められ，それにつながる形容詞・動詞句が使用さ

れている．

⑵ 勤労青年の記述

Web掲示板による実践研究開始時の2008年度に

高等部２年生で，高等部卒業後職業訓練機関に進学

し，現在一般企業に就労している女性に焦点をあて，

その記述を検証する．

Table４は彼女の４年間のメッセージ（158）の名

詞句・形容詞・動詞句について集計したものである．

総メッセージ数が少ないので，上位10位までを示し

た．それぞれの語句は総メッセージの集計（Tabl

３）と同様の語を示しているが，総メッセージの集

計の上位にあがらなかった「笑」「就職」の名詞句が

上がっている．

５．一生徒の具体的記述の変容

⑴ 2008年度

2008年度（高等部２年生）時に書き込まれたメッ

セージの一部をTable５に示す．「○○産業株式会

社」はクリーニング工場で，集団での現場実習であっ

た．この時点で彼女は与えられた仕事に対して「頑

張ります」と記述しているのみで，その評価に関す

る記述は見られない．その後１月時の現場実習は

「職業訓練機関」への体験入所であったが，「全部で

きました」「自分の目標はまぁまぁ出来ました」とい

う自己評価を行っている．特に困った経験もなかっ

たようで，仕事の厳しさに関する記述は見られない．

⑵ 2009年度

2009年度は５月期に就労継続Ｂ型事業所，６月期

に大型スーパーのバックヤードの現場実習を経験し

た．ここでは「並んでいる物がちゃんと見えるよう

に」といった留意点や，「何処に何がわからなかった」

といった困った点が述べられている．さらに「分か

る所はお客様に教えられるけど分からない時は担当

の方に言います」といった，自分の判断や対処方法

について言及している（Table６）．

彼女はこの実習でスーパーの仕事に興味を持った

が，同時に現在の技能では十分仕事をこなすことが

できないのではないかという不安をいだいた．そこ

で，高等部卒業後，職業訓練機関に「進学」し流通

サービスについてさらに学ぶことを希望した．この

背景には，同校の高等部の職業教育カリキュラムが

流通サービスの学習に十分対応できていないことが

あった．一部の高等部単置の知的障害特別支援学校

においては専門的設備機器を整備され，流通サービ

スに対応したカリキュラムが実施されているが，多

くの特別支援学校ではそういった対応はできていな

い．職業訓練機関へ「進学」することで，流通サー

ビス等の産業現場に対応した専門的な教育を受ける

ことが可能となる．

彼女は職業訓練機関への「進学」を第一志望とし，

そのための体験実習，入学試験に臨むこととなった

（Table７）．

⑶ 2010年度

入学試験に合格し，職業訓練機関へ「進学」した
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Fig.3：各年度の生徒・卒業生のメッセージ数

Table２：４年間の総メッセージの概要
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Table３：４年間の総メッセージの名詞句・形容詞・動詞句の集計（総メッセージ）

Table４：４年間の総メッセージの名詞句・形容詞・動詞句の集計（勤労青年）



彼女は，日々職業訓練に励みながら，企業面接を受

けていくことになる．前半の記述をTable８に示す．

入学時点では，彼女は容易に就職できるものと考え

ていたようである．しかし，就労を希望する者は多

く，その中で勝ち抜いていくための努力が必要なこ

とに気づくことになる．清掃業務の企業は面接・見

学まで話は進んだが，採用には至らず，彼女は現実

の厳しさを後輩達に吐露している．

その後，彼女はネットスーパーの面接，現場実習

を経て，採用に至る．Table９では，採用までの様

子を後輩に伝えている．「めちゃめちゃ頑張ってや

らなきゃ」「夢に近づける」「実習してこれは無理か

も知れないって思ってしまったこともありました」

「仕事しんどいけど楽しくしています」といった記

述からは，働くことの厳しさの自覚や，それに対す

る意気込みが見られる．

⑷ 2011年度

ネットスーパーとはWebサイトで注文を受け，商

品配送を行うインターネット上のスーパーマーケッ

トである．彼女は注文票に従って広い倉庫の中から

商品を取り出し（ピッキング）発送担当に渡す業務

を行っている．彼女はここでの業務をうまく遂行す

るための様々なコンピテンシーを学んでいくことと

なった．

学校での教科「職業」の授業において，教員が彼
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Table５：2008年度のメッセージより

Table６：2009年度前半のメッセージより

Table７：2009年度後半のメッセージより



女にこれから就労を目指していく「１年生へのアド

バイス」を尋ねている．その回答として彼女は「笑

顔」「その人の顔と手元を見て聞く」「メモを取る」

「分からない時はすぐに聞く」「声の大きさ」「言葉遣

い（は必ず敬語）」「お世話になった方へのお礼の気

持ち」「元気良い挨拶」をあげた（Table10）．ここで

彼女は，知的障害により理解や記憶に困難があるこ

とを自覚し，それを補う方法として視線の置き方，

記憶を補助するツール（メモ）の使用に言及してい

る．これは，彼女がこれまでの高等部や職業訓練機

関での学習を経て，現在の職場で必要であると考え

たものであり，彼女の職場におけるコンピテンシー

のひとつであると考えられる．

⑸ 2012年度

2012年度に入り，彼女は持病の定期検査のため短

期入院をしている．退院後の４月５日のメッセージ

では「たまに仕事ヤダー」「１年ちょいになると嫌々

病が出てくる」といった記述が見られる．高等部時

代から念願のスーパーへの就職ではあったが，現実

の就労生活の中では様々な困難も経験している．

「仕事もなれ，スピードアップもして」「新しい仕事

も教わり出来るようになりました」と記述する一方，

「人間関係がうまくいかなくって悩んでいます」と
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Table８：2010年度のメッセージより（その１） Table９：2010年度のメッセージより（その２）



も述べている．

これらの問題については「良くしてくれる人もい

て仕事終わりにお茶しながら」「ストレス発散含め

楽しんで来ます」といった記述も見られ，様々な人

間関係の悩みの解消方法を試みている様子が見られ

る．さらには「障害者スポーツ大会に出場」するな

ど，余暇利用にも工夫が見られ，生活の拡がりが見

られる．

６．考 察

特別支援学校高等部の教員は，進路アフターケア

や青年学級（同窓会）等の場を利用して卒業生の情

報を得ることが多い．卒業生と卒業担任が個人的な

情報交換を行う例も少なくないが，組織的なものに

はなりにくい．そのため，卒業生の貴重な「つぶや

き」を拾うことは困難である．

本Web掲示板システムは携帯電話等の端末を用

いて，卒業生が日常的に自分の思いを伝えられる環

境を実現した．これは本人にとって，先輩後輩も含

めた学校時代の仲間と情報交換を行う場であるとと

もに，教員にとっては移行教育に関する様々な情報

を得る場となった．

本稿では記述を追うことで，産業現場で働く一名

の生徒（卒業生）のメッセージを時系列に見ていく

ことで，本人の職業に関する考えの深化を見ること

高等部移行支援Web掲示板
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Table10：2011年度のメッセージより Table11：2012年度のメッセージより



ができた．彼女は高等部２年生の時点では職業生活

について漠然とした思いしか持っていなかった．現

場実習を重ねることで，スーパーで働くことへの希

望を強めていくが，当時の能力では就労を継続して

いくことに不安を持ち，さらなる職業教育を受ける

ことを希望した．職業訓練機関への「進学」後，さ

らなる現場実習や面接を経て，就労することの厳し

さを身にしみて感じ，研鑽に勤めていく．希望の

ネットスーパーに就労後も，様々な課題に直面しそ

の解決方法を模索している．

知的障害特別支援学校高等部では，卒業後の進路

に向けた移行教育に重点が置かれる．軽度の知的障

害のある生徒は一般就労を目指すことが多いが，そ

の指導を構成する上で，卒業生の状況は良い資料と

なりうる．滋賀大学教育学部附属特別支援学校では

2008年から，電子掲示板を使用し，卒業生と在校生

の情報交換を行ってきた．この記述データは就労に

対する生徒たちの思考を分析する上で有効な資料と

なる．

本事例では，特別支援学校高等部の教育だけでは，

十分な移行教育ができない事例が示された．高等部

卒業後の職業訓練機関等での発展的な職業教育や，

就労の場での学びも重要であり，それらを包括した

移行教育が必要である．

知的障害特別支援学校高等部のカリキュラムを改

訂障害者総合支援法等に代表される社会の変化に対

応させていくためには，卒業後のさらなる職業訓

練・職業教育も想定する必要がある．高等部段階で

習得すべき内容を整理し，生徒の能力や志望に応じ

て発展的学習ができる進路が選択できることも必要

である．

付 記

本研究の一部は，平成23年度〜25年度科学研究補

助金（基盤研究（C）：課題番号．23531289：研究代

表.黒田吉孝)「キャリア教育推進のための携帯Web

活用による知的障害者の学びの共同体の構築と検

証」により行われた．

参考文献

１) 文部科学省（2009）：特別支援学校学習指導要領改訂の

ポイント

http: //www. mext. go. jp/component/a_menu/

education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2011/03/30/

1234773_003.pdf

２) 文部科学省中央教育審議会（2011）：今後の学校におけ

るキャリア教育・職業教育の在り方について，中央教育

審議会答申，株式会社ぎょうせい

３) 関 宏之（1996）：産業構造の変化と職業リハビリテー

ションの課題，リハビリテーション研究，第85号，pp.

11-20

４) 清水 潤・内海 淳・鈴木 顕（2005）：知的障害者の

「新たな職域」開拓の背景と動向，秋田大学教育文化学

部教育実践研究紀要第27号，pp. 45-54

５) 文部科学省（2007）：特別支援教育の推進について（通

知），19文科初第125号，文部科学省初等中等教育局

６) 文部科学省（2012）：平成23年度特別支援教育体制整備

等状況調査

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/mat-

erial/1321182.htm

７) 原田公人・千田耕基・柳沢亜希子（2009）：「障害のある

子どもへの進路指導・職業教育の充実に関する研究」ア

ンケート調査報告書，国立特別支援教育総合研究所

８) 大杉成喜・木村政秀・三川綱一・黒田吉孝（2008）：特別

支援教育における携帯電話Webサイトを活用した就労・

移行支援の試行，滋賀大学教育学部紀要Ｉ，教育科学

（58），pp. 111-122

９) 黒田吉孝・大杉成喜・石部和人・木村政秀・三川鋼一

（2009）：高等部自閉症生徒への携帯電話Webサイト活用

による相互コミュニケーションの可能性に関する障害

特性からの理論的考察，滋賀大学教育学部紀要Ｉ，教育

科学（59），pp. 49-56

10) 黒田吉孝・石部和人・大杉成喜（2012）：高等部自閉症生

徒の携帯Webサイト活用による職場実習を中心にした

「学びの共同体」への参加と交流の特徴,滋賀大学教育学

部附属教育実践総合センター紀要，第20巻，pp. 17-24

11) 石部和人・大杉成喜・黒田吉孝（2012）：携帯電話電子掲

示板サイトを活用した就労移行支援に関する一考察，日

本教育情報学会第28回年会発表論文集，pp. 320-323

12) 大杉成喜・石部和人・黒田吉孝（2012）：携帯電話Webサ

イトを活用した移行・就労支援−４年次の報告と一般就

労青年の記述の変容−，日本特殊教育学会第50回大会プ

ログラム・発表論文集（デジタルデータ），P1-D-7

大 杉 成 喜

―101―


	表題
	1. 研究の背景
	(1) 知的障害特別支援学校の職業教育・移行教育について
	(2) 高等部卒業後の「教育訓練機関等」への進学
	(3) 滋賀大学教育学部附属特別支援学校高等部の携帯電話Webサイト活用実践について

	2. 研究の目的
	3. 研究の方法
	(1) 対象
	(2) 方法

	4. 結果の概要
	(1) 総データ
	(2) 勤労青年の記述

	5. 一生徒の具体的記述の変容
	(1) 2008年度
	(2) 2009年度
	(3) 2010年度
	(4) 2011年度
	(5) 2012年度

	6. 考察
	付記
	参考文献



